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研究成果の概要（和文）：従来の自動採点システムの構築においてタスク個別に特徴量および予測方法を選定し
なければならないが、文章で示された評価基準を分析し、その結果に基づいて妥当な特徴量および予測方法を自
動で選択するシステムを構築できる可能性が示された。また、これまでの研究は、統語構造の「複雑さ」に関し
て十分に検討していないということが分かった。この知見に基づき、依存文法に基づき文を解析した結果をグラ
フと捉え、グラフの構造の複雑性に関する特徴量を文の「複雑さ」と捉えた分析を試みた。この分析から得られ
た統語構造の「複雑さ」に関する指標は、学習者言語における統語構造の「複雑さ」を示すものである可能性が
示された。

研究成果の概要（英文）：While in the construction of conventional automatic scoring systems, 
task-specific features and prediction methods are selected individually, the study implies that it 
is possible to construct a system that analyses the evaluation criteria presented in the text and 
automatically selects reasonable features and prediction methods based on the results of the 
analysis. It was also found that previous studies have not sufficiently considered the "complexity" 
of syntactic structures. Based on this finding, an analysis was attempted in which the results of 
the analysis of sentences based on dependency grammars are regarded as graphs, and the features 
concerning the complexity of the graph structure are regarded as the "complexity" of the sentence. 
It was shown that the index of the "complexity" of syntactic structures obtained from this analysis 
may indicate the "complexity" of syntactic structures in the learner language.

研究分野： 学習者コーパス

キーワード： 自動採点　言語テスト

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自動採点システムに関する研究、言語テスト、第二言語習得研究、学習者コーパス研究は、対象が同じでありな
がら、それぞれ別々に発展している。本研究の目的は、これらの分野それぞれに関わり、それぞれの分野から他
の分野で利用できる知見を得ることであった。自動採点システムの開発には大きなコストがかかるが本研究で得
られた知見によりそのコストの削減が可能になることが示唆された。また、第二言語習得研究において利用され
ている学習者言語の統語的複雑さに関する特徴量に関して新たな特徴量を取り入れた分析が本研究によって提案
された。このことによって第二言語習得研究に新たな知見が生まれることが予想される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
日本の英語教育においてパフォーマンス能力の育成が重要視されているが、人的、時間的コスト
を理由にその評価があまり導入されていない。この問題の解決策のひとつとして自動採点シス
テムの導入が挙げられる。「話す」、「書く」などの英語学習者のパフォーマンスを自動で採点す
るシステムとは、評価値が付与された学習者の作文（テキストデータ）あるいは発話（音声デー
タ）から学習者言語の特徴量（単語の出現回数などテキスト情報、話す速さなどの音声情報など）
を抽出し、評価値をよく予測する特徴量の組み合わせを探し出し、精度の高い予測方法を選択し、
この予測方法を用いて評価値が付与されていない発話の評価を特徴量に基づいて決定するもの
である。英語学習者のパフォーマンスの自動採点は、言い換えれば、自然言語処理の技術を用い
て学習者言語から特徴量を抽出し、機械学習における「教師あり学習」の手法を用いて精度の高
い予測方法を提示することである。この過程のかなりの部分が、現在行われている、第二言語習
得研究（Second Language Acquisition: SLA）、学習者コーパス研究（Learner Corpus Research: LCR）、
言語テストと共通する。 
 第二言語の習得過程を明らかにすることは SLA の目的のひとつである。学習者が産出した話
し言葉や書き言葉を計量的に分析する試みは 1970 年代より始まったと言われ、第一言語習得研
究の手法を援用して始まったこの種の研究は、当初、その測定は人手で行なっていたことから、
対象とするデータは小規模なものであった。その後、1990 年代から始まった LCR では、それま
でのコーパス言語学の手法を取り入れ、文法項目の使用や単語の頻度が習熟度や学習年数によ
って異なることを示す研究が行われた。近年の LCR の発展に伴い、SLA においても学習者コー
パスを利用する研究が増えつつある。SLA、LCR はそれぞれ異なる発展を遂げているが、コンピ
ュータの発達に伴い、それぞれの分野で自然言語処理の技術を取り入れ、学習者の発達を捉える
変数として自然言語処理で使用される特徴量を採用し始めた。さらに、言語テストでは、評価が
付与された学習者コーパスを分析し、その特徴量に基づいて評価尺度の妥当性を検証する研究
も増えていた。 
 これらの研究には、「自然言語処理や機械学習の手法を取り入れ、学習者コーパス（大量のデ
ータ）において学習者の評価、習熟度、発達と言語的特徴量の関係を検証する」という共通点が
あるにも関わらず、SLA、LCR および言語テストにおいて、自動採点研究の成果が活用されてい
るとは言い難い状況であった。LCR が注目され、SLA、言語テストで学習者コーパスから得られ
る情報の有用性は認識されているが、学習者コーパスを利用した SLA および言語テストの研究
は始まったばかり出会った。自動採点研究が SLA、LCR、言語テストすべての分野の成果を統合
して行われているのにも関わらず、SLA、LCR、言語テストが自動採点研究の成果を参照してい
る例はない。方法論、目的を共有する自動採点研究の知見を活用することで、これらの分野はさ
らに発展する。評価値が付与された複数の学習者コーパスを用いて自動採点システムを開発し、
その過程で得られた知見は SLA における発達指標の検討、学習者コーパスの設計、言語テスト
における評価の妥当性の検証にとって有益な情報となる。 
 研究代表者はこれまで英語学習者のための発話自動採点システムの開発を行い、その過程で
発話を誘出（elicit）するタスクの作成、データの収集を行ってきた。近年、学習者コーパス研究
の発展に伴い、多くの学習者コーパスが国内外で公開され、その中には評価値が付与された学習
者コーパスも存在する。このことから、これらのデータを活用することでさまざまな種類の学習
者のパフォーマンスに関して自動採点システムの導入可能性が検討できると考えた。また、それ
らは自動採点研究のみならず、学習者コーパス研究にも貢献できる大きな可能性を含んでいる。
それに加えて、コーパスはさまざまなタスクを用いて習熟度の異なる学習者の発話、作文を誘出
しているため、これらのデータを分析することによって、特徴量同士の関係を検討し、整理する
ことで第二言語習得研究の発展につながると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の第一の目的は、国内外で公開されている複数の英語学習者コーパスを用いて英語学習
者のパフォーマンスを自動的に採点するシステム開発の手順を提案することである。現在公開
されているまたは構築中の評価値が付与された学習者コーパスを利用して学習者の「書く」、「話
す」能力を自動で採点するシステムを構築する。国内において英語学習者のための自動採点シス
テムの開発は数例であり、LCR と連携した自動採点システムの開発は行われていない。 
 本研究の第二の目的は、学習者言語の特徴量を用いて評定者による評価の妥当性を検討する
方法を提案することである。本申請者がこれまで開発した自動採点システムの開発過程におい
て得られた特徴量を参照して評定者が付与した評価値を吟味すると、評価の妥当性を再考すべ
きものが散見された。特徴量を用いて評定者の評価を分析することは評定者の妥当性を検討す
る上で有用である。公開されているコーパスにおいては、評価値が付与されているものがいくつ
か存在するが、これらの評価値において、評定者の信頼性が示されているものはない。自動採点
の研究においては、評定者の信頼性（評定者間の評価の一致度）が高い評価値が付与されている
場合の方が、一般に精度の高い予測ができることが分かっている。英語学習者の発話評価におけ
る「流暢さ」という評価項目と客観的に測定できる、話す速さに関する特徴量（Word per minute



など）はある程度の相関が期待されるが、「流暢さ」の項目と話す速さとの相関が低い場合、評
価の妥当性を再検討すべきであろう（当然、この場合低い相関が無条件で評価の妥当性の低さを
示唆していない）。 
 本研究の第三の目的は、自動採点システムの開発を通して得られた特徴量に関する統計的情
報と先行研究でのそれら特徴量の使われ方を参照し、学習者言語に関する特徴量の統計的情報
をまとめて提示することである。具体的には、特徴量の計測方法、計算方法、取りうる分布、他
の特徴量との関係などをリストとして発表する。SLA において学習者言語の特徴量を選択しよ
うとした場合、SLA や第一言語習得研究の先行研究を参考にするが、それら特徴量がどのよう
な統計的特性を持っているかが共有されておらず、また、計測方法が統一されていない特徴量も
ある。自動採点システムの開発過程で得られる特徴量の統計的特性に関する情報をまとめて提
示することは今後の SLA の発展にとって有益である。 
 
３．研究の方法 
代表者は、これまで学習者のパフォーマンスの自動採点システムを構築してきた。この知見に加
え、既存の学習者コーパスの設計基準、公開されている情報の有無などを確認し、また、先行研
究から、どのような特徴量が SLA および LCR で使用されているのかを確認した。この知識
を踏まえて、言語テスト、学習者コーパス、自動採点システムに関する研究プロジェクトに
参加し、分野横断的な知見を提供し、同時に分野横断的な知識を得る。 
 
４．研究成果 

2018 度前半では既存の学習者コーパスの設計基準や提供されている情報を精査し、自動採点
システムを開発する上で利用可能なコーパスを選定した。日本人英語学習者の話し言葉/書き言
葉のコーパスにおいて評価値が付与されたものはかなり限定されており、また、国外の学習者コ
ーパスにおいても評価値が付与されたものは数少なかった。しかし、ある程度信頼ができる評価
値が付与された学習者コーパスは存在し、その中から、話し言葉および書き言葉の抽出方法が統
一されているもの、収集上の条件が明記されているものなど、自動採点が可能なデータが含まれ
ているものを選定した。また、同時に学習者コーパスの構築を行なっている研究と連携し、自動
採点システムを開発する上で必要なデータの提供を受けた。これらは日本人英語学習者の話し
言葉/書き言葉のコーパスであり、設計、データ整理の段階から研究代表者が関わっており、自
動採点システム開発に利用できるデータであった。2018 度後半からこれらのデータを検証し、
この知見を活かし、日本人英語学習者の話し言葉および書き言葉コーパスの構築に関わり、その
成果を複数の学会で発表した。 

2019 年度は、SLA および LCR で使用されている学習者のパフォーマンスを捉えられると考え
られている特徴量を先行研究から選定し、それらの妥当性を検討した。また、これまでの研究で
は学習者のパフォーマンスを捉える際に学習者の発話、文に対して統語構造を解析した上で特
徴量を抽出することは稀であったが、昨今の技術の発展により学習者言語であってもある程度
の精度を保って統語構造を解析できるようになった。学習者言語の統語構造の解析に関しても
妥当性の検証を行なった。これらの知見を活かし、2019 年度ではコーパス構築を目的とする研
究グループ 2 つと協働し、日本の高校生の話し言葉、書き言葉コーパスを構築した。話し言葉コ
ーパスに関してはほぼ完成し、論文として発表した。 

2020 年度も引き続き、複数の研究グループと協働し、自動採点システムの構築を検討した。
それぞれの研究では、再話、談話完成、モノローグをタスクとして用い、学習者のデータを収集
し、自動採点システムを構築した。人間の評定者の訓練においてタスクが異なれば、異なる評価
基準、訓練方法があるのと同様、自動採点システムの構築においてもタスク個別に特徴量および
予測方法を選定しなければならない。さまざまに条件が異なるタスクの自動採点システムを構
築するという過程を経て、本研究では、文章で示された評価基準を分析し、その結果に基づいて
妥当な特徴量および予測方法を自動で選択するシステムを構築することが可能ではないかとい
う新たな仮説にたどり着いた。これは、人間の評定者に対する聞き取りにおいて得られた、評定
者が評価値を付与する際に手がかりとしている受験者の発話に表れる特徴などを参考に自動採
点システム構築の際に使用する特徴量を選択する過程から得られた知見である。 

2021 年度は、言語テストの専門家と協働し、再話タスクを用いたテストの自動化に関する研
究を行い、その成果を論文として報告した。この、再話をタスクとして用いたテストに自動採点 
を導入するプロセスの中で、言語的特徴量の選別と評価の関係について有意義な議論ができた。
また、自動採点システムが算出する評価と人間が付与する評価が大きく異なる受験者のパフォ
ーマンスを詳細に分析することができた。次に、大学の入学試験への自動採点システムの導入を
検討する研究に参加した。この研究では、実際に自動採点システムを開発し、受験者からのフィ
ードバックを得た。この研究に関しては、学会発表を行なった。縦断的コーパスの共同研究では、
学習者の言語的発達を捉えることを試み、その成果を発表した。また、英語教育における自動採
点に関するシンポジウムを主催した。英語教育のみならず、関連する研究者が募り、有益な議論
ができた。 

2022 年度は、引き続き、入学試験への自動採点システムの導入を検討する研究に参加し、自
動採点システムを構築し、実際に教室内に受験環境を用意し、構築したシステムの実用可能性を
検討するための実験を行った。自動採点システムの精度を検証し、成果を論文として発表した。



また、学習者コーパスに関する研究では、学習者言語の複雑性の指標となりうる特徴量の検討を
行い、その成果を 2023 年度に発表する予定である。今年度の学習者コーパスの研究において、
これまで学習者のパフォーマンスを「複雑さ」という観点から捉える特徴量として考えられてき
た特徴量を検討する機会が得られた。これまで「複雑さ」に関する特徴量と考えられていたもの
(1 文あたりの語数)などは、統語構造の一側面のみを捉えている指標と考えることができる。言
い換えれば、これまでの言語の「複雑さ」に関する研究は、統語構造の「複雑さ」に関して十分
に検討していないということが分かった。この知見に基づき、本研究では、依存文法に基づき文
を解析した結果(依存木)をグラフ理論におけるグラフとして捉え、このグラフの構造の複雑性に
関する特徴量を文の「複雑さ」と捉えた場合の分析を試みた。結果、グラフ理論に基づいた分析
から得られた統語構造の「複雑さ」に関する指標は、学習者言語における統語構造の「複雑さ」
を示すものである可能性が示された。この成果は 2023 年度中に、論文として発表する予定であ
る。 
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